
令和７年度第１回
富士見町地域公共交通会議

富士見町 産業課 工業交通係



本日の議題

１．今後の富士見町の公共交通の方向性について

２．原村「のらざあ」令和８年度実証運行について



議題１ 今後の富士見町の公共交通の方向性について

経過

R6.9.27 公共交通会議にて分科会設置

その後、 ３回の分科会にて以下の内容を報告、意見交換

① Ｒ６ コミュニティバス実証運行

② Ｒ７ 広原便、夜便実証運行

③ 「みんなでつくる！富士見交通対話の場」



①令和６年度 コミュニティバス実証運行





神戸・南原山線、西山線

• 令和6年11月25日から12月20日まで 平日20日間

• 朝夕に加え、日中も運行

• 富士見駅、富士見小学校～神戸・南原山方面、西山地区

まちなか循環線

• 令和6年10月21日から11月15日まで

令和6年11月25日から12月20日まで 平日39日間

• 日中、まちなかの病院や店舗等の主要施設

落合線、本郷線

• 令和6年10月21日から11月15日まで 平日19日間

• 朝夕に加え、日中も運行

• 富士見駅、富士見・本郷小学校～落合、本郷地区



利用実績(延べ人数)

小学生 中高生 一般 合計

R5境線 744 864 435 2,043

1日当たり(30日間) 24.8 28.8 14.5 68.1

R6落合線 787 171 148 1,106

1日当たり(19日間) 41.4 9.0 7.8 58.2

R6本郷線 1,268 492 471 2,231

1日当たり(19日間) 66.7 25.9 24.8 117.4

R6神戸・南原山線 671 107 96 874

1日当たり(20日間) 33.6 5.4 4.8 43.7

R6西山線 889 150 108 1,147

1日当たり(20日間) 44.5 7.5 5.4 57.4

R6まちなか循環 0 0 181 181

1日当たり(39日間) 0.0 0.0 4.6 4.6



利用実績(割合)
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利用実績(割合)

小学生

77%

中高生

12%

一般

11%

R6神戸・南原山線

小学生 中高生 一般

小学生

78%

中高生

13%

一般

9%

R6西山線

小学生 中高生 一般

一般

100%

R6まちなか循環

小学生 中高生 一般



回答内容
○利用した理由

【中学生、小中学生保護者】

・送迎しなくてよいから

・学校まで遠く、バス停が近くにあったから

・友達が乗るから、バス通学の経験をさせたいから

【一般】

・JAお買い物バスの便数が減ってしまったから

・路線バスは時間が読めるから

アンケートについて

•小、中学生保護者、中学生、高校生、一般
の方を対象に実施



回答内容

○利用しなかった理由

【高校生、中学生、小中学生保護者、一般】

・家族等に送迎してもらっているため利用しなかった

・自宅からバス停が遠い

・都合に合うバスがなかった

・歩いて通学することが大事

【一般】

・マイカーで移動できるため

・今は必要ないが、将来的には利用したい



回答内容

○意見、要望等

【利便性】

・土日も運行してほしい

・本数やバス停をもっと増やしてほしい

・電車との接続をよくしてほしい

【安全性】

・バスが大きすぎて危険を感じる

・バス停が交通量の多い場所や狭い場所にあって危険

【その他】

・自転車通学を許可してほしい

・コミュニティバスの情報が届いていない



実証運行のまとめ

(利用実績やアンケートを通じて)

通学のニーズは高く、送迎の負担軽減につながる

マイカー(自分で運転、送迎など)からのシフトは難しい

利用の促進には、便数、バス停までの距離、時間帯、
電車への接続など利便性の向上は不可欠



②令和７年度実証運行

実証運行の目的

これまでの実証運行でカバーできていない、夜の比較的遅
い時間帯(「夜便」)、および広原地区(「広原便」)における
公共交通のニーズや運行形態を探る。



②「夜便」 結果報告

期間

令和7年11月6日～12月26日 毎週木・金曜日 16日間

運行形態等

富士見駅発、各集落（公民館等）行の予約に応じたデマンド便

車両： すずらん号の車両３台

便数： 上り列車の到着にあわせた３便

出発時刻： 20時50分、22時15分、23時15分発

路線： 乙事・境・葛窪、蔦木・花場・若宮、立沢・南原山・神戸 方面

利用方法： 当日午後5時までの完全予約制（オンラインのみ）、運賃無料



②「夜便」 結果報告

周知方法

広報ふじみ、町HP、告知放送(LINE)、集落への回覧、富士見駅への掲示、

商工会や飲食店への周知依頼 など

利用実績

延べ61件の予約(キャンセル11件除く)

年代別では、50代20件、40代13件、60代10件・・・10代2件

曜日別では、木曜日10件、金曜日51件

便別では、20:50発18件、22:15発19件、23:15発24件

方面別では、立沢線26件、境線18件、蔦木線17件

⇒金曜日、終電、社会人の利用が多かった



②「広原便」 結果報告

期間

令和7年11月1日～令和8年1月31日 毎週火・木・土曜日 37日間

運行形態等

広原地区の停留所全19か所とまちなか主要施設を結ぶ直行便

車両： アルピコタクシーの一般タクシー車両

便数： 6便3往復

運行時間： 7時台～14時台

利用方法： 前日午後5時までの完全予約制（電話・オンライン）、運賃無料



②「広原便」 結果報告

利用実績(１月末時点)

延べ57件の予約(キャンセル2件除く)

年代別：70代29件、60代9件、50代9件、80代6件、20代1件・・・

曜日別：火曜日19件、木曜日21件、土曜日17件

便別：6便(まちなか14時発)24件、3便(広原10時発)17件

まちなか行き先：高原病院7件、富士見駅5件、西友、役場など3件・・・

まちなか乗車場所：あぐりモール11件、西友9件・・・高原病院4件・・・

⇒通院のついでに買い物をして帰宅のパターン

⇒今はマイカーで行き来している人の将来の利用増



②「広原便」 結果報告

Ｒ７ デマンド利用者数 広原行 割合（％） 広原便
４月 1,221 26 2.1 ー
５月 1,217 41 3.4 ー
６月 1,322 55 4.2 ー
７月 1,465 92 6.3 ー
８月 1,425 200 14.0 ー
９月 1,425 92 6.5 ー
１０月 1,337 74 5.5 ー
１１月 1,054 31 2.9 38 30
１２月 1,230 1 0.1 17 1
１月 971 4 0.4 2 0
合計 12,667 616 4.9 57

Ｒ６
広原行

⇒季節により利用数に大きな変動が見られる

⇒今後も、何かしらの公共交通の確保は必要



③「みんなでつくる！富士見交通対話の場」開催報告

開催の目的

令和5～6年度に実施した実証運行の結果や、令和7年度

実証運行について情報を共有しながら、今後の公共交通

のあり方を考える場とする。

開催日程・参加人数

9月24日(水)19:00～ 境小学校 7名

9月25日(木)19:00～ 本郷小学校 9名

9月28日(日)10:00～ コミプラ 14名

9月29日(月)19:00～ 旧落合小学校 5名

9月30日(水)19:00～ 富士見小学校 5名 計40名



③「みんなでつくる！富士見交通対話の場」開催報告

交通対話の場(参加者によるグループワーク)

「定時定路線バス」「デマンドバス」「ライドシェア」をテーマに、町で行っ
た実証運行や、すずらん号なども踏まえて、良いところ・悪いところなど、思
うところを書き出し、意見交換を行った



③「みんなでつくる！富士見交通対話の場」開催報告

意見まとめ

 定時定路線バス
○ 良いところ ×悪いところ

 時間路線が決まっていて使いやすい
 予約の手間がいらない
 通学に便利、送迎負担が減る

 バス停まで行くのが大変
 日中の利用が少ない
 経費が掛かる

 デマンドバス
○ 良いところ ×悪いところ

 使いたいときに使える
 近くまで迎えに来てくれる
 ニーズに応じた運行、効率的
 AIオンデマンド(のらざあ)活用、連携

 登録・予約が手間
 使い方がよくわからない
 予約が多いと時間がかかる
(すずらん号)

 待ち時間が長い、便が少ない



③「みんなでつくる！富士見交通対話の場」開催報告

意見まとめ

 ライドシェア
○ 良いところ ×悪いところ

 ドライバー不足解消
 高齢者が活躍できる
 地域での支えあい

 一般ドライバーに対する不安

 定時定路線は使いやすい仕組みではあるが、ニーズに合わないと非効率

 デマンドは仕組み次第で便利で効率的ではあるが、予約の手間がかかる

 ライドシェアは不安が払拭できれば有効な手段



④今後の公共交通の方向性について

【目標】誰もがマイカーに頼らず、どこまでも自由に楽しく移動できるまち

⇒子どもからお年寄りまで、なるべく多くの方が利用しやすい交通

【手段】

 より便利なデマンドの導入

 朝夕のスクールバスの増便

を検討していきたい

【課題】日中の公共交通である「すずらん号」の利用者減が続いている

路線バスは、朝夕の通学の需要は高い、日中の需要は低い

すずらん号 年間利用者数（直近10年）



「すずらん号」と「のらざあ」の比較
すずらん号 のらざあ

運行ダイヤ ×（１日11便、運行時間、路線の方面が決まって
いる）

○（時間や行き先には自由度がある）

待ち時間 ×（20～30分前には乗車の用意をするよう案内を
しますが、いつ来るか分からない）

○（15分ほどの待ち時間もあるが、
いつ来るか分かる）



「すずらん号」と「のらざあ」の比較

すずらん号 のらざあ

乗り合い ○（ただし、朝の便に限られている） △（偶発性に依存も、システム上は調整可）

停留所までの距離 ○（ドアtoドア） △（50ｍほど歩くが、皆平等の距離、
システム上は調整可）

支払い △（現金、回数券） ○（現金に加えてキャッシュレスも可）

予約 △（電話のみ） ○（電話、アプリ）

広域連携 △（北杜市乗り入れ） ○（原、茅野、北杜（調整中））



すずらん号 のらざあ

利用者層 ×（70代以上は3/4） ○（20代未満～40代で1/4、70代以上は1/2）

「すずらん号」と「のらざあ」の比較



「すずらん号」と「のらざあ」の比較

すずらん号 のらざあ

運行ダイヤ × ○

待ち時間 × ○

乗り合い ○ △

停留所までの距離 ○ △

支払い △ ○

予約 △ ○

広域連携 △ ○

利用者層 × ○



⇒以上から茅野市、原村との移動に対する行政の境をなくして、住民サービス

の向上、地域間連携を進める観点から「のらざあ」への変更を進めたい。

【課題】

・必ず予約が取れるとは限らず、時間帯や台数により予約不成立も

あり得る。

・ルート、時間の自由度が高く、個別輸送になりやすいため、乗合が

必ずしも成立しない。

・少しずつでもマイカーから公共交通へシフトする意識が必要。

（送迎の負担、ＣＯ₂排出量、健康（歩く歩数）、車の維持費など）

④ 今後の公共交通の方向性について



〇 富士見町が目指す「のらざあ」

・茅野市、原村の運用から見えてた「すずらん号」より良い点

（運行ダイヤの自由や支払い、予約方法、広域連携、若年層の利用）

④今後の公共交通の方向性について

・「すずらん号」で得ている知見や利用者

（朝の時間帯は、既存の方法を運用するなど）

①若年層の利用を増やす

②年間利用者数を増やす

公共交通を目指します（詳細な目標数値は、総合計画の中で検討中）



④ 今後の公共交通の方向性について

 「のらざあ」の実証運行

 朝夕のスクールバス増便の実証運行 を実施する

公共交通に関する実証運行等について

デマンドすずらん号継続 のらざあ実証運行（有料運行）本格運行

夜便
　境線 　落合線本郷線

　神戸南原山線 広原便
　西山線
　まちなか循環

効果検証 夜便・広原便の検討（例：ライドシェアなど）

スクールバス増便検討 スクールバス実証運行 本格運行

Ｒ９

定時定路線 定時定路線

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８.10

ｓ


